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1. 組織の概要

・名称
キムラシール株式会社
代表取締役社長　木村　彰宏

・所在地
本　　　社 〒665-0022　兵庫県宝塚市野上6丁目9番7号 TEL 0797-77-7092
伊丹工場 〒664-0842　兵庫県伊丹市森本1丁目8番10号 TEL 0797-77-7091
東京営業所 〒116-0014　東京都荒川区東日暮里2丁目15番11号コスモグランス東日暮里1Ｆ

TEL 03-5604-9884
・設立

1992年（平成4年）7月

・資本金
1,500万円

・環境管理責任者及び連絡先
環境管理責任者 宮﨑　徹　　E-mail：miyazaki@kimuraseal.co.jp

　　 TEL:0797-77-7091   FAX:0797-77-7094
・事業内容

包装機械の開発・設計、包装機械の生産、包装機械の販売・アフターサービス
主要製品:KSバンドシーラ、印字装置

・事業の規模
主要製品生産量 KSバンドシーラ 169台（2022年度）

印字装置　　　　  95台（2022年度）
本社 伊丹工場 東京営業所 合　計

3 10 1 14
53.28 459.85 77 590.13

- 248.36 - 248.36
エコアクション21対象従業員数（本社、伊丹工場、東京）　14名

・事業年度
3月～翌年2月

・取引納入先
全国450社以上

・主力輸出先
米国、中国、インドネシア、タイ、ベトナム、シンガポール

・所属団体
一般社団法人　日本包装機械工業会

・認証・登録の対象範囲
キムラシール株式会社
本社、伊丹工場、東京営業所
包装機械の開発・設計、包装機械の生産、包装機械の販売・アフターサービス

対象事業所：

      活動：

従業員　　　　　
延べ床面積(㎡）　　　
敷地面積(㎡）　　　

登録組織名:
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・環境経営実施体制

役割・責任・権限
代表者 ・環境経営に関する統括責任
代表取締役　木村　彰宏 ・効果的で必要十分な実施体制の構築

・環境管理責任者の任命及び各自の役割・責任・権限を定め全従業員へ周知
・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備
・経営における課題とチャンスの明確化
・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知
・環境経営目標・環境経営計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直し・指示を実施
・環境経営レポートの承認

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理
製造部　宮崎　徹 ・環境関連法規制等の取りまとめ表を承認

・環境経営目標・環境経営計画書を確認
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・緊急事態対応手順のテスト、訓練の指導及び総括
・環境活動の取組結果を代表者へ報告
・環境経営レポートの確認

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐
製造部　宮崎　徹 ・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施
環境推進委員会メンバー ・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

・環境活動の実績集計
・環境関連法規制等取りまとめ表の作成、遵守評価の実施
・環境教育訓練計画の作成と実施の管理
・環境経営レポートの作成、公開（事務所への備付けと地域事務局への送付）

環境推進委員会 ・環境経営目標、環境経営計画案の審議
営業部　 ・環境活動の実施状況の評価、見直し
製造部 ・環境教育の内容検討、実施結果の評価
経理部 ・特定された項目の手順書作成  （緊急事態への対応を含む）

部門長（部長、工場長） ・自部門における環境経営システムの実施
営業部 ・自部門における環境経営方針の周知
製造部 ・自部門の従業員に対する教育訓練の実施
総務部兼経理部　　 ・自部門に関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告

・特定された項目の運用管理
・緊急事態対応手順のテスト、訓練を実施、記録の作成
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

全従業員 ・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

総務部

本社

経理部

製造部

代表取締役
社長

木村　彰宏

環境推進委員会
東京

宮﨑　徹

営業部

伊丹工場

代表者

環境管理責任者
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2．環境経営方針

　　　　　　　　　　　　

＜環境経営理念＞
 

１ ． 環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２ ． 創意工夫による省エネルギーにより二酸化炭素排出量の削減に努めます。

３ ． 事業活動で発生する廃棄物は、その発生を抑制するとともにリサイクルの
推進に努めます。

４ ． 適正な利用により水使用量の削減に努めます。

５ ． 環境に配慮した製品開発の促進に努めます。

６ ． 安心で安全な商品を効率よくタイムリーにお客様にお届けします。

制定日： 2019年8月1日

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役　　　木村　彰宏

ごあいさつ

     ＜環境保全への行動指針＞

　

　キムラシール株式会社は、国内・外を活動範囲とし、包装機械を製造・販
売する企業です。平成4年の設立以来、多くのお客様から絶大なる信頼とご支
援を賜りながら堅実な経営を営み、お陰様で今日を迎えるに至りました。
　この度当社は、エコアクション21に基づく環境経営システムを構築し運用
開始することによって、地球環境に優しい企業として、新たな一歩を踏み出
しました。
　これを全社員に周知徹底し、環境意識を高め、継続的に環境負荷の低減に
取り組んで行くことを宣言します。

キムラシール株式会社は、ますます深刻化する地球温暖化や今後予想される
地下資源の枯渇への対応が人類共通の重要課題と考えており、本業である包
装機械の製造・販売などのすべての事業活動を通じて、地球温暖化問題への
取り組みや地域の環境活動に自主的・積極的に取り組みます。
　活動内容は、環境経営における課題やチャンスを定期的に見直すことで明
確にし、効率よく、無駄なく、タイムリーに従業員一丸となって継続的に改
善活動に取り組んでまいります。

環 境 経 営 方 針
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3．主な環境負荷の実績 40,096.6 40,244.2 41,765.4 43,933.2

単位 2018年度 2019年度
2020年度 2021年度 2022年度

kg-CO2 40,096 40,243 41,765 43,933 37,864
ｋWh 13,925 13,631 15,490 16,606 15,628
ｋWh 4,349 3,642 4,812 5,029 4,478
L 790 575 176 1,277 862
L 11,742 12,100 12,295 12,006 10,360
L 539 556 784 743.9 648
kg 実績不明 484 614 567 491
kg 実績不明 373 467 427 391
kg 1,110 111 147 140 100
㎥ 80 94 107 103 91
台 - 282 324 290 264

注）2019年度以前は本社・伊丹工場の分のみ、2020年度以降は東京営業所の分を追加している。

4．環境経営目標及びその実績

（１）中期目標

kg-CO2 41,765 41,347 40,930 40,512

対基準 - △1% △2% △3%

kWh 15,490 15,335 15,180 15,025
kg-CO2 5,174 5,122 5,070 5,018
対基準 - △1% △2% △3%
kWh 4,812 4,764 4,716 4,668

kg-CO2 1,607 1,591 1,575 1,559
対基準 - △1% △2% △3%

L 176 174 172 171
kg-CO2 409 405 400 396
対基準 - △1% △2% △3%

L 12,295 12,172 12,049 11,926
kg-CO2 32,266 31,944 31,621 31,298
対基準 - △1% △2% △3%

L 784 776 768 760
kg-CO2 1,954 1,934 1,915 1,895
対基準 - △1% △2% △3%

kg 467 462 458 453
対基準 - △1% △2% △3%

kg 147 146 144 143
対基準 - △1% △2% △3%

㎥ 107 106 105 104

対基準 - △1% △2% △3%
台 324 340 343 347

対基準 - +5% +6% +7%

注１） 都市ガスは、微量のため二酸化炭素排出量に含めない。
注２） 本社・伊丹の電力の二酸化炭素排出係数(調整後）は、2018年度関西電力実績値の

0.334kg-CO2/kWhを使用。

注３） 東京営業所の電力の二酸化炭素排出係数(調整後）は、2019年度東京電力実績値の
0.441kg-CO2/kWhを使用。

注４） 化学物質を使用していないため、化学物質に関する目標は設定していない。

項　目

二酸化炭素排出量

電力(従量電灯)
電力(低圧電力)

削減

Ⅰ.二酸化炭素
排出量削減

　電力使用量
　　削減
　(従量電灯)

　電力使用量
　　削減
　(低圧電力)

　ガソリン
　使用量削減

　軽油
　使用量削減

　灯油
　使用量削減

Ⅱ．廃棄物排出量

　一般廃棄物
　　　削減
　産業廃棄物
　　　削減

Ⅲ．水使用量

Ⅳ．環境配慮型

製品の販売

2023年度

　ガソリン
軽油
灯油

廃棄物排出量
　一般廃棄物
　産業廃棄物

水使用量

　　　　　　　年　度
　　項　目

2020年度
基準年度

2021年度 2022年度

製品の販売
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〇 2022年度の実績（全社）
基準

2020年度

(3月～2月) 目標 実績 達成度 評価

kg-CO2 41,765 40,930 37,864 108.1% ○

対基準 △2.0% △9.3%

kWh 15,490 15,180 15,628 97.1% △
kg-CO2 5,174 5,070 5,464

対基準 △2.0% +5.6%

kWh 4,812 4,716 4,478 105.3% ○
kg-CO2 1,607 1,575 1,596

対基準 △2.0% △0.7%

L 176 172 862 20.0% ×
kg-CO2 409 400 2,001

対基準 △2.0% +389.6%

L 12,295 12,049 10,360 116.3% 〇
kg-CO2 32,266 31,621 27,189

対基準 △2.0% △15.7%
L 784 768 648 118.6% 〇

kg-CO2 1,954 1,915 1,614

対基準 △2.0% △17.4%

kg 467 458 391 117.0% 〇

対基準 △2.0% △16.2%
kg 147 144 100 144.1% 〇

対基準 △2.0% △32.0%
㎥ 107 105 91 115.2% 〇

対基準 △2.0% △15.0%
台 324 343 264 76.9% ×

対基準 +6.0% △18.5%
注)評価欄にて、〇：達成（100％以上）、△：やや未達成（95％～100％未満）、×：未達成（95％未満）

〇 2022年度の実績（サイト別）

単位 基準 目標 実績 達成度 評価 基準 目標 実績 達成度 評価

kg-CO2 32,589 31,938 28,719 111.2% ○ 9,176 8,993 9,145 98.3% △

対基準 △2.0% △11.9% △2.0% △0.3%

kWh 13,298 13,032 13,344 97.7% △ 2,192 2,148 2,284 94.1% ×
kg-CO2 4,442 4,353 4,457 967 947 1,007

対基準 △2.0% +0.3% △2.0% +4.2%

kWh 3,672 3,599 3,541 101.6% ○ 1,140 1,117 937 119.2% ○
kg-CO2 1,226 1,202 1,183 503 493 413

対基準 △2.0% △3.6% △2.0% △17.8%

L 176 172 862 20.0% ×
kg-CO2 408 400 2,001

対基準 △2.0% +390.2%

L 9,358 9,171 7,417 123.6% 〇 2,937 2,878 2,943 97.8% △
kg-CO2 24,558 24,067 19,465 7,707 7,553 7,724

対基準 △2.0% △20.7% △2.0% +0.2%
L 784 769 648 118.7% 〇

kg-CO2 1,955 1,916 1,614

対基準 △2.0% △17.4%

kg 443 434 367 118.2% 〇 24 24 24 100.0% 〇

対基準 △2.0% △17.1% ±0% ±1%
kg 147 144 100 144.1% ○

対基準 △2.0% △32.0%
㎥ 91 89 77 115.8% 〇 16 16 14 114.3% 〇

対基準 △2.0% △15.4% ±0% △12.5%
注）環境配慮型製品の販売は、全社目標とする。

排出量削減

　　　　　　年　度
　　項　目

対象期間における実績
（2022年3月～2023年2月）

Ⅰ．二酸化炭素
　　

Ⅳ．環境配慮型

Ⅱ．廃棄物排出量

製品の販売

　電力
　使用量削減
　(従量電灯)

　電力
　使用量削減
　(低圧電力)

　ガソリン
　使用量削減

　軽油
　使用量削減

　灯油
　使用量削減

　一般廃棄物
　　　削減

　産業廃棄物
　　　削減

Ⅲ．水使用量

削減

Ⅲ．水使用量

削減

Ⅱ．廃棄物排出量

　一般廃棄物
　　　削減

　産業廃棄物
　　　削減

該当なし

該当なし

該当なし

項目

本社・伊丹工場 東京営業所

　ガソリン
　使用量削減

　軽油
　使用量削減

　灯油
　使用量削減

排出量削減

　電力
　使用量削減
　(従量電灯)

　電力
　使用量削減
　(低圧電力)

Ⅰ．二酸化炭素
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達成状況

二酸化炭素排出量の削減 ◎

電力使用量の削減

《従量電灯》
・業務効率化による改善 ◎
・ブレーカのON/OFF ◎
・不要照明の消灯徹底 ○
・定例ミーティングの完全在宅化 ○
《低圧電力》
・業務効率化による改善 ◎
・ブレーカのON/OFF ◎
・19時以降の冷暖房の使用停止 ○
・定例ミーティングの完全在宅化 ○

・エコドライブ10の取入れ ○
・走行距離や給油量の管理 ○

・ストーブの置き場の検討 ○
・19時以降の使用停止、 ○
・使用量の監視 ○

一般廃棄物
・廃棄量の記録 ○
・廃棄物の適正分別 ○
・再資源化 ○

産業廃棄物
・廃棄量の記録 ○
・廃棄物の適正分別 ○
・有価物への分別 ○

・節水意識の向上 ○
・日常的な水の節水 ○

・SUS化生産台数 ✕
・切削加工品の見直し ○

弊社では水を使用する業務がなく、生活用水での節水に取組み、
節水意識の向上が認められるが、逆に「節水」にこだわり過ぎ
て、必要な水を使わず、不潔・不衛生にならないよう、注意する
必要がある。次期も無駄なく必要な量を使用するよう努める。

今年度もコロナ禍以降の生産数減少継続で未達。切削量削減設計
の目標件数を超えたが、お客様への波及効果が小さく遅いため、
次年度は別の取組に切替える調査を開始する。今後は当社の「環
境配慮型製品」を見直し、その販売促進（改良改善も含む）に重
点を置いた取組を検討する。

詳細は下記の通り

従量電灯未達成（97.1％）低圧電力達成（105.3％）

環境配慮型製品の販売

廃棄物排出量の削減 一般廃棄物 達成（117.0％）産業廃棄物 達成（114.1％）

日頃の廃棄物抑制の意識が定着している上に、ペーパレス
化（不要紙の活用・カタログなど紙資料でなくPDFで貰
う）も始めている。次期も古紙・ダンボールの削減・再資
源化を引き続き取り組む。

水使用量の削減 水使用量 達成（115.2％）

環境配慮型製品台数　未達成（76.9％）

今期からの取組「業務効率化」「ブレーカOFF」の効果は大き
く、目標肉薄・達成に貢献している。「業務効率化」により僅か
に使用量が削減された。「ブレーカOFF」は、「非稼働時間帯
（業務外時間）」に実施した所、今期削減数の半分近くに達した
と確認出来た。「待機電力削減」に着目したが、小さな数値で
も、日々積み重ねると大きくなると実感出来た。大きな電力だけ
でなく、時間の長さも削減のヒントとして、これからも取り組ん
でいきたい。次年度は、エアコン使用時期に生産調整で月に3日
組立室を使用しないことで、低圧電力の使用量削減に努める。

5．環境経営計画及び取組結果とその評価
取り組み計画 評価結果と次年度の環境経営計画（取組内容）

灯油使用量の削減

石油ストーブへの切替や平均気温、「節約意識定着」「業務効率
化」なども功を奏している。感染症対策で換気を重視してきた
が、次年度は状況を見ながら、暖房効率とのバランスが取れた方
法を引き続き考えていく。また、石油ストーブの燃費維持のため
に芯メンテを行う。

ガソリン・軽油の削減

ガソリン未達要因は、人員変動による使用量増加（上半期）。軽
油達成要因は、人員変動による使用量減少(下半期）。しかし、
取組効果分析（燃費）では、エコドライブ徹底が浸透していると
認められる。使用変動の影響を大きく受けるため、次年度は「燃
費」監視・記録に切り替える。今後も各取組の好循環を維持、さ
らなる向上を目指したい。

ガソリン 未達成（20.0％）軽油 達成（116.3％）

灯油 達成（118.6％）

二酸化炭素排出量 達成（108.1％）

当社のCO2排出量割合は、軽油が約7割、電力が約2割であり、こ
れらの軽減が大幅なCO2軽減に繋がった。体制見直し、新規取組
による削減効果があったが、CO2軽減の主要因は、生産数・人員
変動によるものであった。今後は、外的要因と取組効果の混在防
止のため、取組・評価方法を見直すための調査をしていく。
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◎電気

＜削減＞ ・100V・200VのブレーカON/OFFを使い分け


・不要照明の消灯徹底 100V 　100V：20時以降OFFできるブレーカを落とす

・ノートPCの使用の見直し 100V 　200V：常にブレーカOFFにし、使用時のみON

・業務効率化による改善 100V・200V

＜ゼロ＞ ・ノートPCの使用の見直し

・ブレーカのON/OFF 100V・200V 　充電したまま使用しない

・定例ミーティングの完全在宅化 100V・200V 　残量が少なくなってから充電する

　＊13時～16時間が最も高い料金になることを意識

・19時以降の冷暖房の停止

・20時以降の完全電気ストップ

◎水

・節水意識の向上 ・意識した水の使い方・節水の徹底を行えるよう、

・日常的な水の節水 　定期的に教育を行う

・無駄な水の使用を禁止・注意する

◎ゴミ

・毎日ゴミ排出量の記録 ・ゴミ当番が毎日排出量をチェックする

・一般廃棄物、産業廃棄物、有価物、再資源品に ・廃棄物の分別の徹底

　分別・適正処理 ・分別の当番制

・環境委員による定期チェック及び教育

・分別を全社員で取組む ・3R活動

・古紙（紙の使用量）の削減 (例：紙の裏面使用、両面印刷、ダンボールの再利用)

・展示会において無駄なフィルムの使用の削減

・ペーパレス化　複合機の使用を減らす

◎化石燃料

・エコドライブ10の取組み推進 ・エコドライブ10の取組み推進

・走行距離や給油量の記録、 ・燃費を100ｋｍでの燃費とし監視する

　100km走行距離での燃費の監視 ・室温の監視を行い、灯油の使用量の削減を行う

・ストーブの置き場の検討、19時以降の使用停止、 ・灯油の適正使用・管理を行う

　使用量の監視 ・19時以降のストーブの使用停止

・ストーブ灯油の使用量の監視

◎環境性能向上製品

・切削加工品の見直し ・切削加工品の見直しを行い、環境及び

　環境経営に適した機構・設計の運用を推進する

6.　2022年度　EA21　環境取り組み内容

〈EA21取組〉 〈全社員取組内容〉
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7．環境関連法規等の遵守状況の評価の結果

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。 遵守評価日：2023年3月1日
遵守評価

遵守

遵守

遵守

遵守

8．代表者による全体の評価と見直し・指示

代表取締役　木村　彰宏

適用される法規制 遵守すべき要求事項 適用事業所
廃棄物処理法 ・一般廃棄物、産業廃棄物の適正処理

・収集・運搬・処理業者の許可の確認及び適切な契約
・保管場所の適正管理
・マニフェストの交付・保存・確認・交付状況等報告書の提
出

全社

2023年6月9日

フロン排出抑制法 フロン使用機器の確認と自主定期点検と記録
＊適用機器・・・業務用エアコン 全社

道路運送車両法 ・日常点検
・定期点検
・点検/設備記録、保存

全社

消防法 火災対応手順書の作成、避難訓練の実施、消火設備・火災警
報設備の点検整備、避難設備の維持 全社

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていることを確認しました。

エコアクション21の活動取組を始め3年が過ぎました。
年々高まる環境負荷への低減への期待は増々高まっています。
2022年は生産・販売活動による、二酸化炭素排出量削減を目標に向け全従業員が意識を高
め、待機電力のカットやエコドライブに努め、僅かづつながらも着実に二酸化炭素排出量削
減に効果を出すことができています。
この3年間は、コロナ禍や原材料の高騰・供給不足などにより、生産・販売活動が低迷し、お
のずと二酸化炭素排出量も減少していました。
2023年からはコロナウィルスの第5類引き下げにより、経済活動も活発化することを期待して
いますが、当然ながら生産・販売活動が活発になれば、使用電力量や化石燃料の使用量も増
加し、結果二酸化炭素排出量増加へと繋がります。
このエコアクション21の環境管理システムを大いに活用し、企業活動の活発化が二酸化炭素
排出量と決してイコールにならないよう、二酸化炭素排出の抑制に努めてまいります。

なお、環境法規制等への違反、訴訟、環境上の苦情等も過去３年間ありませんでした。さらに、関係当局より違反等
の指摘もありませんでした。
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9.定例環境教育

・環境経営方針･経営目標･経営計画の周知

・環境関連情報（環境負荷データの推移図及び環境に関するトピックスなど）を、

2022年度　実績

お題目

各月 環境経営目標　月々の達成状況・考察。

3月 LED電球・照明の特徴。エコの効果。

4月 ステンレスの特徴と歴史、環境について。

5月 バッテリーを長持ちさせるには。

6月 クールビズ について。

7月 夏を乗り切る エコな暑さ対策。

8月 待機電力について。

9月 エコアクションについて。(再確認）

10月 家庭で実践できる節水アイディア。

11月 【防災】緊急事態手順書について。

12月 消費電力について

1月 消費電力量(kWh)＝消費電力(kW) x 時間(h)。

2月 キムラシールでの二酸化炭素排出量について。

※各資料は、定例ミーティング「EA21 報告資料」あり。

以下、一例

教　育

2022/02/15　環境推進委員会

キムラシールでの二酸化炭素排出量について。

みなさまもご存じの通り、（おさらい）

国際会議で決まった「今世紀後半に世界全体の二酸化炭素など温室効果ガス排出量実質ゼロ」に対して、

我が国は「温室効果ガス排出量を、2030年までに 2013年比 26% 削減」を公約しています。

「エコアクション２１」は、その公約実現のための方法の一つです。

つまり、「温室効果ガス排出量削減」を促進する施策でもあります。(他にもメリット多い）

現在、エコアクション２１では、電気使用量（kWh)、化石燃料使用量(ℓ）、廃棄物排出量（kg）、

水使用量（㎥）、の単位の違う項目の削減に取り組んで頂いていますが、

これらを、全て温室効果ガス排出量（kg-CO2）に換算し、その換算値で評価されています。

では、キムラシールで温室効果ガス排出量（kg-CO2）が最も大きいものは何でしょうか？

取組み項目で、温室効果ガス排出量（kg-CO2）の大きい順に並べ替えると以下の通りになります。

毎月ウェブ方式による定例ミーティングや社内掲示板にて、内部コミュニケーションを充実化させています。
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項目 kg-CO2 2020年実績 2021年実績

二酸化炭素排出量 下8項目の合算値

kg-CO2換算 全体比

軽油使用量 kg-CO2換算では、

従量電灯(100V)使用量 ※電気100Vで「1％削減」しても

低圧電力(200V)使用量  軽油で「0.3%増加」でチャラになる。

灯油使用量

ガソリン使用量 ＜この教育で言いたいこと＞

一般廃棄物 重々承知とは思いますが、

産業廃棄物 ↑の認識確認をお願いします。

水使用量

係数

ご覧の通り、「軽油使用量」（ハイエース・トラックなど）が桁違いに多いです。

全体の６６％を占めています。

業務でどうしても必要の中、エコアクション２１以前から「エコドライブ１０」に取り組んで頂き、

毎回、基準燃費を上回る取組を継続して頂いていることには感謝にたえません。

とは言え、効果が大きいので、この状態を（新人が加入しても）維持し続ける方法と、

さらに何か「新たな取組」を追加できないかを現在 模索・検討中です。

以上。

皆様も、何か「良い案」があれば、エコ委員までご提案ください。

0.34 158.8 145.2 0%

0.84 123.5 117.6 0%

0.36 38.5 36.0 0%

100%

2.49 1952.2 1852.6 4%

2.32 408.3 2962.6 6%

0.521 8070.3 8651.7 18%

0.521 2507.1 2620.1 5%

66%

45,469 47,842

2.62 32210.3 31455.7
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